
人口と世帯（平成 21 年 12 月 1 日現在）　1,725 世帯　（-1）　男 2,606 人（-2）　女 2,750 人（-4）　計 5,356 人（-8）
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「村に生きる、村を活かす」の村政運営を決意して就任いた

しました。
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昭
和
39
年
完
成
の
旧
幡
谷
橋
は
急

カ
ー
ブ
で
急
勾
配
の
た
め
事
故
の
多
い

難
所
で
し
た
が
、
安
全
で
眺
め
の
良
い

場
所
に
架
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

渡り初め前に行ったくす玉割りの様子
（11 月 30 日）
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休日の病院（緊急時）12 月 　1 月

納期は 12 月 25 日（金）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！ 

19 日（土）　国立沼田病院
20 日（日）　沼田脳神経外科

ののか 

命名

将来どんな人になってほしいですか

（父）星野　彰 （母）京子　さん（土出）のお子さん

埜の風ちゃん 平成 20 年 12 月 5 日生まれ さん 関口　直秀
せきぐち　   なおひで

23 歳

昭和 61 年 3 月 15 日生まれ

（土出）

３．片品をどう思いますか、
　　又、どうしたいですか
　好きです！
　自然豊かな所なので、自然を大切に
　親しみながら暮らしてゆきたいです。

１．何処へお勤めですか 　
　菅沼キャンプ村、冬は丸沼スキー場です。

２．趣味は何ですか　
　旅、ハイキング、キャンプ、スノー
　ボード、スケートボード、ピストです。

４．村内のおすすめスポットは　
　どの山もいいですね～！白根、武尊、
　至仏山など、　どれもこれも好きです。
５．好きな異性のタイプ　
　目と口が大きい人が好きです。
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年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
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及
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収
納
業
務
を
行
っ
て
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す
。
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土
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亡
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01 日（金）　沼田脳神経外科

03 日（日）　国立沼田病院

お  

め  

で  

た

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん  

１
人

そ　

ら

平
成
21
年
10
月 

20 

日
〜 

　
　
　
　
　

平
成
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年
11
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19
日

国 民 健 康 保 険 税

2 日（土）　沼田脳神経外科

16 日（土）　利根中央病院

（父）哲生さん　（母）匤子さん
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23 日（水）　内田病院
26 日（土）　月夜野病院

『 ののか 』というひびきから、最初に
名前を決め、それから漢字をあてはめ
ていきました。

『 埜 』 という字の意味が 『 広い大地 』 と
いうような意味がある事を知り、大き

後
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27 日（日）　利根中央病院

村制施行120周年

思いやりがあり、周りの人からも愛され、周りの人達も笑顔
に変えてしまういつも笑顔で明るい、そんな女性になってほ
しいです。

6．目標があれば教えて下さい
　ログハウスを建てたいです。愛と平和を大事にすること。

交
通
情
報
（
冬
季
通
行
止
め
）第 6 期

　

平
成
21
年
12
月
31
日
現
在
で“

工
業
統

計
調
査”

が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

製
造
業
を
営
ん
で
い
る
事
業
主
の
み
な
さ

ん
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

絵稟 ちゃん 平成 20 年 12 月 13 日生まれ
（父）今井　一文  （母）香織　さん（花咲）のお子さん

将来どんな人になってほしいですか

命名

アメリカの活動家、エリン・ブロコビッ
チからとりました。

明るく元気でそして皆から愛される可
愛らしい女の子になってほしいです。

ミ　

ニ　

情　

報

えりん 

美咲 ちゃん 平成 20 年 12 月 18 日生まれ
（父）小池　智 也 （母）香　さん（下平）のお子さん

将来どんな人になってほしいですか

命名

女の子だったので、かわいい名前をつ
けたいと思い美咲と名付けました。

みんなに愛される、やさしい子になっ
てもらいたいです。

みさき 

な心を持ってほしいという願いをこめて決めました。

7．村民の方へメッセージをお願いします。
　色々とご迷惑も掛けお世話になると思いますが
　よろしくお願い致します。

31 日（木）　国立沼田病院

9 日（土）　内田病院
10 日（日）　利根中央病院
11 日（月）　利根中央病院

今月の
納期は

17 日（日）　沼田脳神経外科

年
末
年
始
各
施
設
休
業
日

工
業
統
計
調
査

幡
谷
橋
が
完
成
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平成 21年度の財政事情

1億 2億 4億 5億 6億 7億 3億 10億 20億 

衛　　　生　　　費 

農 林 水 産 業 費  

商　　　工　　　費 

土　　　木　　　費 

消　　　防　　　費 

教　　　育　　　費 

公　　　債　　　費 

そ　　　の　　　他 

議　　　会　　　費 

総　　　務　　　費 

民　　　生　　　費 

（労働費、災害復旧費、諸支出、予備費）

71,192
34,121

750,927
220,648
563,218
204,012
461,293
211,416

92,805
42,950

334,791
33,407

176,264
80,886

613,162
231,599
356,482
179,928
131,399

56

248,058
54,363

単位：千円 

予算額

37 億 9959 万 1 千円

支出済額

12 億 9338 万 6 千円

執行率 (34.0％)

予算現額
支出済額

歳　出 

平成21 年度
◎村有財産の保有状況
（　）内は今期増減高

土　　地 
( 山林含む ) 

541 万 3,964 ㎡
（2,352）

（0） 

（0） 

（0）

（0）

物品 ( 車両 ) 

78 台

山　　林 

402 万 4,701 ㎡ 

出資金など 

1 億 29709 千円 

建　　物 

5 万 6,747 ㎡

項　　　　　　　　目 予　　算　　額 現年度収支額  執　　行　　率 

収 益 的 収 入  148,775 9,946 6.7％

収 益 的 支 出  148,710 38,085 25.6％
資 本 的 収 入  20,000 0 0.0％ 
資 本 的 支 出  88,055 11,479 13.0％

( 単位：千円 ) ◎観光施設事業の状況 

( 単位：千円 ) ◎特別会計の執行状況 
予　算　額 収 入 済 額  執　行　率 支 出 済 額  執　行　率 
780,865 254,363 32.6％ 358,859 46.0％
52,792 52,619 99.7％ 10 0％
110,573 32,760 29.6％ 39,046 35.3％
144,009 14,006 9.7％ 65,541 45.5％
351,684 143,696 40.9％ 141,150 40.1％
51,792 13,983 27.0％ 16,299 31.5％

下 水 道 事 業 等  

後 期 高 齢 者 医 療  
介 護 保 険  

会 計 名
国 民 健 康 保 険  
老 人 保 健  
簡 易 水 道 事 業  
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平成 21年度の財政事情

　

村
で
は
年
２
回
「
片
品
村
財
政
事
情
書
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
き
、
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
平
成
21
年
度
上
半
期
（
４
月
〜
９
月
）
の
村
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
の
行
財
政
に
関
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
本
掲
載
は
速
報
数
値
で
あ
り
、
監
査
等
承
認
手
続
未
了
の
数
値
で
す
。

村 の 様 子

平成 21 年 9 月 30 日現在

人　口　5,374人

(男：2,616人　女2,758人 )

世帯数　1,728世帯

面　積　392.01㎢

の財政事情 
歳　入 

551,431
340,324
75,000
23,402
50,000
31,779
40,001
7,201

55,198
21,740
22,153
12,787

510,872
15,330

153,172
9,793

130,500
52,000
90,000
59,994
83,017
5,530

344,000
0

23,316
20,784

1,670,931
1,311,204

1億 2億 3億 4億 5億 10億 20億 

自動車取得税交付金 

地　方　交　付　税 

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

国　庫　支　出　金 

県 支 出 金

繰　　　入　　　金 

繰　　　越　　　金 

諸　　　収　　　入 

村　　　　　　　債 

そ　　　の　　　他 

村　　　　　　　税 

地　方　譲　与　税 

地方消費税交付金 

予算額

37 億 9959 万 1 千円

収入済額

19 億 1186 万 8 千円

執行率 (50.3％)

利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金 
ゴルフ場利用税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金 
財産収入、寄付金 （ 

単位：千円 

予算現額 
収入済額 

◎地方債及び一時借入金の状況 

◎基金現在高

( 単位：千円 ) 

( 単位：千円 )
区　　　　　　　　分
財 政 調 整 基 金 647,440 227,512 874,952
奨　　学　　基　　金 5,213 6,263 11,476
地域づくり特別事業基金 52,360 -52,000 360
減　　債　　基　　金 782 0 782
福　　祉　　基　　金 100,000 0 100,000
ふるさと農村活性化基金 10,178 0 10,178

前 期 末 現 在 高 今 期 増 減 高 今 期 末 現 在 高

区　　　　　　　　分 前 期 末 現 在 高  今 期 増 減 高  今 期 末 現 在 高  
地　　　方　　　債 2,803203 -105,145 2,698,058
一　時　借　入　金 0 0 0 
合　　　　　　　　計 2,803203 -105,145 2,698,058

尾瀬の郷づくり基金 5,025 5,0250
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就

任

の

ご

挨

拶

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
で
片
品
村
を
Ｐ
Ｒ

　

尾
瀬
国
立
公
園
と
名
水
の
郷
片
品

も
、
美
し
い
紅
葉
か
ら
あ
と
僅
か
で

冬
の
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。

農
作
物
の
取
り
入
れ
が
終
わ
ろ
う
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
自
然
の
恵
み
に

心
か
ら
感
謝
と
畏
敬
の
念
を
覚
え
ま

す
。 

　

10
月
25
日
の
村
長
選
挙
で
は
、
皆

さ
ま
方
の
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、

二
度
目
の
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
温
か
い
ご
支
援
に
対
し

　

片
品
村
と
親
交
の
深
い
埼
玉
県
蕨

市
（
ふ
れ
あ
い
協
定
、
防
災
協
定
）

と
埼
玉
県
上
尾
市
（
防
災
協
定
）
に

お
い
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

片
品
村
も
出
店
し
て
特
産
品
の
販
売

や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
に
よ

る
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
「
蕨
市
中
仙
道
宿
場
ま

つ
り
」、11
月
７
日「
上
尾
ア
グ
リ
フ
ェ

ス
タ
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
リ
ン
ゴ
や

マ
イ
タ
ケ
な
ど
の
特
産
品
販
売
と
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
に
よ

る
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
15
日
に
は
元
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
の
弘
山
晴
美
さ
ん
を
は

じ
め
、
約
九
千
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
し
た
「
上
尾
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
」

が
開
催
さ
れ
、
村
内
７
ス
キ
ー
場
の

片
品
保
育
所
・
片
品
北
保
育
所

ま
し
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
、「
村
に
生
き
る
、
村
を
活

か
す
」
を
信
条
に
、
常
に
誠
実
と
親

切
を
心
と
し
て
、
片
品
村
発
展
の
た

め
に
、
村
の
進
路
を
誤
る
こ
と
な
く
、

最
善
の
努
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。 

　

村
民
と
進
め
る
自
主
自
立
の
村
づ

く
り
、
そ
の
基
本
は
、
片
品
村
の
健

全
な
財
政
運
営
に
あ
り
ま
す
。
健
全

な
財
政
を
以
て
、
小
さ
く
て
も
輝
く

村
、
村
民
と
共
に
村
民
が
主
役
の
村

づ
く
り
が
出
来
る
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
常
に
行

財
政
改
革
を
推
し
進

め
、
均
衡
の
と
れ
た
財

政
の
中
、行
政
運
営
は
、

可
能
な
限
り
村
民
皆
さ

ま
の「
低
負
担
高
福
祉
」

に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　

私
の
掲
げ
た
３
つ
の

基
本
方
針
は
、①
経
済

活
力
の
あ
る
村
へ
②
夢

や
希
望
の
持
て
る
村
へ

③
村
民
の
皆
さ
ま
が
元

気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
村
へ
で
す
。
こ
れ
ら

の
中
で
、
直
ぐ
に
取
り

組
む
べ
き
も
の
、
少
し
時
間
の
か
か

る
も
の
、
長
期
的
に
取
り
組
む
べ
き

も
の
、
そ
れ
ぞ
れ
実
現
に
向
け
て

日
々
実
践
あ
る
の
み
と
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。 

　

直
ぐ
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
し

て
、
既
に
い
く
つ
か
実
践
に
移
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
子
育
て

支
援
で
あ
り
ま
す
。
犯
罪
が
多
い
都

会
と
は
違
う
と
は
言
え
、
子
ど
も
達

を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
楽
観
出

来
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
と
同
時

に
働
く
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
の
手
助

け
と
し
て
、
放
課
後
あ
る
い
は
夏
休

み
な
ど
を
対
象
と
し
た
、
学
童
保
育

の
開
設
を
来
年
度
早
期
に
実
現
出
来

る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。 

　

村
民
の
皆
さ
ま
が
望
む
村
の
将
来

を
見
据
え
、
一
日
一
日
を
精
一
杯
努

力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご
指
導
を
心

か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 

平
成
21
年
11
月

協
力
を
得
て
入
賞
賞
品
と
し
て
リ
フ

ト
券
を
提
供
し
た
ほ
か
、
選
手
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
片
品
の
リ
ン
ゴ
を
配
布

し
ま
し
た
。
開
会
式
及
び
表
彰
式
に

は
片
品
村
長
も
参
加
し
、
入
賞
者
に

賞
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
て
来
ま
し

た
。　
　
　

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

　

平
成
21
年
11
月
３
日
付
け
で
、
秋

の
褒
章
が
政
府
よ
り
発
令
さ
れ
、
自

然
公
園
指
導
員
の
松
浦
和
男
さ
ん
が

藍
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

松
浦
さ
ん
の
受
章
し
た
藍
綬
褒
章

は
、
公
衆
の
利
益
や
公
共
の
事
業
に

に
尽
力
さ
れ
た
方
に
賜
与
さ
れ
る
も

ら
ん
じ
ゅ

自
然
公
園
指
導
員　

松
浦
和
男
さ
ん
（
戸
倉
）「
藍
綬
褒
章
」
を
受
章

片
品
村
農
協
山
菜
部
会
が
優
良
賞
を
受
賞

　

11
月
５
日
、
東
京
都
品
川
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
平
成
21
年
度
農

山
漁
村
い
き
い
き
シ
ニ
ア
活
動
表
彰

式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
事
業
の
主
催
は
、
全
国

農
業
協
同
組
合
中
央
会
と(

社)

農

山
漁
村
女
性
・
生
活
活
動
支
援
協
会

で
す
。
そ
の
目
的
は
、「
高
齢
者
に

対
応
し
た
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
農
山

漁
村
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、

高
齢
者
の
役
割
の
評
価
、
能
力
発
揮

の
促
進
を
図
る
た
め
、
地
域
の
模
範

と
な
る
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
を
し

て
い
る
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
や
個
人
を

表
彰
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
年
（
第
14
回
）
は
、
全
国
の
都

道
府
県
の
推
せ
ん
を
受
け
た
41
の
組

織
活
動
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

そ
の
中
で
、
片
品
村
農
協
山
菜
部

会
（
28
名
）
は
、行
者
ニ
ン
ニ
ク
（
尾

瀬
蒜
）
の
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が

評
価
さ
れ
て
、
優
良
賞
（
全
国
農
業

協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞
）
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
式
の
当
日
は
部
会
長
の

桑
原
留
造
さ
ん
（
御
座
入
）
に
部
会

を
代
表
し
て
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

の
で
す
。

　

伝
達
式
は
11
月
16
日
、
環
境
省
第

一
会
議
室
で
行
わ
れ
、
田
島
一
成
環

境
副
大
臣
か
ら
褒
章
と
褒
章
の
記
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
環
境
省
関
係
で

は
全
国
で
12
名
が
受
章
さ
れ
、
藍
綬

褒
章
は
関
東
で
松
浦
さ
ん
た
だ
一
人

受
章
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、　

皇
居

「
豊
明
殿
」
に
お
い
て
拝
謁(

は
い
え

つ)

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
浦
さ
ん
は
、
昭
和
59
年
に
自
然

公
園
指
導
員
に
委
嘱
さ
れ
て
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
、
旅
館
業
や
山
岳
ガ

イ
ド
を
す
る
傍
ら
、
尾
瀬
を
中
心
に

動
植
物
の
保
護
や
自
然
保
護
思
想
の

普
及
啓
発
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
片
品
村
遭
難
対
策
救
助
隊

員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
、
登
山
者

の
安
全
確
保
と
事
故
防
止
、
救
助
活

動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
多
年
に
わ
た
る
活
動
功

績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な

り
ま
し
た
。

　

現
在
も
、
自
然
公
園
指
導
員
や
山

岳
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
中
の
松
浦
さ

ん
の
更
な
る
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま

す
。

第
30

回

消

費

生

活

展

開

催

　

11
月
13
日
（
金
）
役
場
２
階
に
て

消
費
生
活
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
切
な
資
源　

有
効
利
用
で
健
康

づ
く
り
・
環
境
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、

体
と
環
境
に
優
し
い
商
品
の
販
売
や

農
産
加
工
コ
ン
ク
ー
ル
、
健
康
相
談

等
が
行
わ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
来

場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

不

用

品

福

祉

バ

ザ

ー

開

催

　

11
月
13
日
（
金
）
役
場
２
階
で
不

用
品
福
祉
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
村
民
の
皆
様
に
寄
付
し
て
い
た

だ
い
た
多
く
の
品
物
を
各
コ
ー
ナ
ー

別
に
仕
分
け
即
売
を
し
ま
し
た
。
当

日
は
大
勢
の
皆
様
に
お
い
で
い
た
だ

き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
バ
ザ
ー
収
益
金
に
つ
き
ま

し
て
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
い

た
し
ま
す
。
ご
協
力
を
頂
い
た
村
民

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
婦
人
会
役
員
の
皆
さ
ん
、

早
朝
よ
り
ご
苦
労
樣
で
し
た
。

（
教
育
委
員
会
）

防

火

講

習

会

が

行

わ

れ

ま

し

た

　

11
月
13
日
（
金
）
片
品
村
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
民
宿
、
旅
館
、
ペ

ン
シ
ョ
ン
組
合
６
団
体
に
よ
る
合
同

防
火
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

非
常
時
に
お
け
る
初
期
動
作
（
一

次
救
命
処
置
）
と
し
て
、
ダ
ミ
ー
を

使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
実
施
講
習
が

文
化
セ
ン
タ
ー
内
で
行
わ
れ
た
他
、

屋
外
で
地
震
体
験
や
消
防
車
放
水
体

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
扱
い
方
を
熱

心
に
見
学
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

心
臓
停
止
か
ら
何
も
処
置
を
せ
ず
に

３
分
が
経
過
す
る
と
、
死
亡
率
は

50
％
を
超
え
て
し
ま
う
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
や
家
族
に
、

も
し
も
の
事
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
避
難
誘
導
や
心
肺
蘇
生
法
が

い
つ
で
も
で
き
れ
ば
安
心
で
す
ね
。掘り出し物がたくさん上尾シティマラソン表彰式の様子

ダミーを使った心肺蘇生法の実演
講習の様子
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米粉でグラタン 須賀川　千明　京子　さん

材料（4人分）
○１人分の栄養価　ｴﾈﾙｷﾞｰ　:　453Kcal　　たんぱく質：23.2ｇ　　脂　質：20.1ｇ　　食塩：1.7ｇ

作り方

◇米粉の効能

～米粉を使った料理～

お
も
っ
つ
り
・
こ
も
っ
つ
り

片  

品  

�  

方  

言�

⑲

　

大
晦
日
の
こ
と
を
、「
お
も
っ
つ
り
」。

晦
日
の
こ
と
を
、「
こ
も
っ
つ
り
」
と
言

い
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
半

月
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。
光
陰
矢
よ
り

も
早
し
、
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

大
晦
日
の
こ
と
を
「
お
も
っ
つ
り
」
と

い
う
の
は
何
故
で
し
ょ
う
。
一
年
で
最
後

の
一
日
で
す
か
ら
特
別
な
日
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
大
晦
日
は
な
ん
と
い
う

か
？
片
品
で
は
殆
ん
ど
聞
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
「
お
お
つ
ご
も
り
」
と
い
い

ま
す
。「
お
も
っ
つ
り
」
の
語
源
は
、
そ

こ
か
ら
だ
と
思
う
の
で
す
。
そ
こ
で
、「
お

お
つ
ご
も
り
」
で
す
が
「
お
お
」
は
大
晦

日
と
同
じ
「
大
」
で
し
ょ
う
。「
つ
ご
も
り
」

で
す
が
、
大
辞
林
で
は
「
月
ご
も
り
」
が

転
訛
し
た
も
の
、
と
あ
り
ま
す
。「
月
が

隠
れ
て
見
え
な
く
な
る
頃
の
意
」
だ
そ
う

で
す
。

　

陰
暦
で
す
か
ら
そ
の
通
り
「
月
が
籠

も
っ
て
し
ま
う
」
の
で
し
ょ
う
。

「
お
お
つ
ご
も
り
」
か
ら
片
品
で
、「
お
お

も
っ
つ
り
」
へ
、
そ
し
て
「
お
も
っ
つ
り
」

へ
転
訛
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。「
こ
も
っ

つ
り
」
の
「
こ
」
は
「
小
」
で
し
ょ
う
。

　

晦
日
は
、
月
の
最
終
の
日
の
こ
と
を
言

い
ま
す
が
、「
三
十
日
」
を
、そ
の
ま
ま
「
三

十
日
（
み
そ
か
）」
と
読
む
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

大
晦
日
も
も
う
す
ぐ
で
す
。
一
年
の
整
理

◇ワンポイント

我 が 家 の 自 慢 料 理

・牛乳か豆乳に対しての米粉の量を増やすと硬めになります。
・バターも小麦粉も使わないので、とってもヘルシーで、低カロリーです。
・米粉を使うので、ダマにならずとっても簡単です。
・具は、ブロッコリー・エビ・ネギ等、なんでも良いです。
・ホワイトソースにトマトソースを加えるとトマトクリームソースになります。

・白米に豊富に含まれる炭水化物は体内でブドウ糖を作ります。ブドウ糖は脳の唯一のエネルギー源です。脳を若々しく保
つのには必要不可欠な栄養素です。

ホワイトソース
米粉……………大さじ 4
牛乳又は豆乳…８００㏄

玉葱（中玉）……１ /２個
鶏肉……………２００ｇ
マカロニ…………５０ｇ
かぼちゃ………１００ｇ
しめじ……………８０ｇ
にんにく…………１かけ
サラダ油………大さじ２
白ﾜｲﾝ又は清酒…大さじ１
とろけるチーズ…５０ｇ
パン粉……………１０ｇ
塩・こしょう………各少々

①ホワイトソースを仕込むため、鍋に分量の牛乳か豆乳を入れ、粉をふるい入れる。よくかき混

　ぜて、しばらく置く。オーブンを 250℃に温めておく。

②にんにくはみじん切りにする。玉葱は縦薄切り、しめじは石づきを落として、食べやすくほぐす。

　かぼちゃは５㎜幅くらいに切り、軽く火を通す。鶏肉はひと口大くらいに切る。マカロニはたっ

　ぷりのお湯でゆでる。

③フライパンで鶏肉を焼き、にんにくを加え香りが出たら、玉葱、

　しめじを加え、塩、こしょうをし、白ワインか清酒を入れる。

④ホワイトソースをかき混ぜながら、中火にかける。（温まる

　といっきに固まるので注意する）塩、こしょうで味を調える。

⑤ソースに具を入れ、混ぜ合わせる。

⑥耐熱ガラスに具を入れチーズとパン粉をのせサラダ油を

　少々かけて 250℃のオーブンでこんがり色がつくまで焼く。

を
気
持
ち
よ
く
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

　

軽
妙
に
ふ
ざ
け
る
こ
と
を
「
ひ
ょ
う
げ

る
」
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
男
性
の
場
合

が
、
殆
ん
ど
で
す
が
、
愛
嬌
の
範
囲
を
少

し
超
え
て
い
る
の
で
す
。（
時
に
は
、
度

が
過
ぎ
る
と
も
）

あ
の
人
は「
ひ
ょ
う
げ
る
」か
ら
面
白
れ
ー

（
面
白
い
）。
な
ど
と
言
わ
れ
る
時
は
「
愛

嬌
が
あ
る
」
と
も
理
解
さ
れ
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
は
あ
ま
り
持
た
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
種
で
、
半
世
紀
程
前
ま
で
は
、
男

は
笑
う
と
価
値
が
下
が
る
。
と
か
、
男
は

あ
ま
り
喋
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ど
と
言

わ
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
ま
た
「
男
は
度

胸
、
女
は
愛
嬌
」
な
ど
と
も
言
わ
れ
ま
し

た
が
近
頃
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
「
ひ
ょ
う
げ
る
」
は
一
般
に
言
わ
れ
て

い
る
「
ひ
ょ
う
き
ん
」
と
か
「
ひ
ょ
う
き

ん
も
の
」
と
も
、
前
記
の
「
愛
嬌
」
と
も

違
う
の
で
す
。「
ひ
ょ
う
げ
る
」
は
前
者

を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、
言
動
を
や
や

露
骨
に
し
た
よ
う
な
行
為
で
す
。
語
源
は
、

「
剽
化
る
（
ひ
ょ
う
げ
る
）」
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
意
味
は
転
化
し
、
ブ
ラ
ッ

ク
ジ
ョ
ー
ク
と
言
う
所
で
し
ょ
う
か
。　

　

片
品
村
文
化
財
調
査
委
員

大
竹　

将
彦

ひ
ょ
う
げ
る
・
ひ
ょ
う
げ
て

除

雪

作

業

に

は

皆

さ

ん

の

協

力

が

必

要

で

す

修

景

美

化

活

動

を

行

う

　

越
本
21
世
紀
委
員
会
（
代
表
林
欣

一
）
で
は
、
う
る
お
い
の
あ
る
快
適

な
環
境
や
魅
力
あ
る
美
し
い
景
観
の

向
上
を
図
る
目
的
で
、11
月
１
日（
日
）

国
道
４
０
１
号
線
沿
い
の
修
景
美
化

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
片
品
村
の
「
地
域
の
芽
支

援
補
助
金
」
を
活
用
し
た
も
の
で
、

ゲ
ン
ス
ケ
ガ
ケ
付
近
の
森
林
整
備
と

下
草
刈
り
、
ス
イ
セ
ン
６
０
０
０
球
、

昔
か
ら
村
内
の
野
山
に
自
生
し
て
い

た
ヤ
マ
ユ
リ
80
球
を
植
え
込
み
ま
し

た
。

　

今
後
も
自
然
の
美
し
さ
を
損
な
わ

な
い
よ
う
に
、
ア
ヤ
メ
や
ア
ジ
サ
イ

等
を
植
え
る
予
定
で
、
来
年
に
は
村

　

11
月
14
日
（
土
）、
東
小
川
体
育
館

を
会
場
に
村
民
卓
球
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
小
学
生
、
中
学
生
を
中

心
に
51
名
が
出
場
し
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

役
員
、
選
手
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

★
小
学
生
男
子
の
部

　

優　

勝　
　

林　
　

佳
樹
（
片
小
）

　

準
優
勝　
　

萩
原　

涼
太
（
北
小
）

　

第
三
位　
　

千
明　

和
真
（
武
小
）

内
を
訪
れ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
や
村

民
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

球
根
の
植
え
込
み
作
業

村

民

卓

球

大

会

　
　

〃　
　
　

梅
澤　

昂
生
（
北
小
）

★
小
学
生
女
子
の
部

　

優　

勝　
　

萩
原
あ
す
か
（
北
小
）

　

準
優
勝　
　

三
浦　

怜
奈
（
武
小
）

　

第
三
位　
　

萩
原
明
日
香
（
北
小
）

　
　

〃　
　
　

星
野　

紗
穂
（
武
小
）

★
中
学
生
女
子
の
部

　

優　

勝　
　

今
泉　

友
里

　

準
優
勝　
　

星
野　
　

碧

　

第
三
位　
　

高
山
侑
里
奈

　
　

〃　
　
　

星
野　

綾
花

＊
除
雪
作
業
実
施
範
囲

　

除
雪
実
施
箇
所
は
、
指
定
さ
れ
た

村
道
な
ど
の
主
要
幹
線
道
路
（
昨
年

度
除
雪
実
施
道
路
）
と
し
、
片
品
村

が
管
理
す
る
道
路
以
外
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
管
理
す
る
群
馬
県
な
ど
が
除
雪

を
行
い
ま
す
。（
私
道
等
の
除
雪
は
、

し
ま
せ
ん
。）

　

降
雪
量
が
10
㎝
に
達
す
る
と
想
定

さ
れ
る
場
合
に
除
雪
作
業
を
始
め
ま

す
。
但
し
、
10
㎝
程
度
以
下
の
場
合

も
危
険
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
作

業
を
行
い
ま
す
。

除
雪
に
関
す
る
要
望
な
ど
は
、
各
組

長
さ
ん
を
通
し
て
申
し
出
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
願
い
事
項

①
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先
に

雪
が
寄
せ
ら
れ
、「
車
が
出
せ
な
い
」、

「
何
と
か
し
て
・
・
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
す
。
除
雪
作
業
は
、
通
勤
、

通
学
の
時
に
完
了
出
来
る
よ
う
に

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
玄
関
や

車
庫
前
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
て
残
っ
た

雪
を
、
再
度
速
や
か
に
処
理
す
る
こ

と
が
機
械
除
雪
で
は
大
変
困
難
で
す

の
で
、
お
手
数
で
も
各
家
庭
で
の
取

り
除
き
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

冬
季
除
雪
作
業
の
実
施
に
際
し
て
、

村
か
ら
の
お
願
い
で
す
！

②
除
雪
車
の
エ
ン
ジ
ン
音
や
振
動
の

た
め
、「
夜
間
、
早
朝
に
除
雪
さ
れ
た

ら
安
眠
妨
害
だ
」
と
の
お
叱
り
の
声

が
あ
り
ま
す
が
、
忙
し
い
朝
の
交
通

や
歩
行
者
の
安
全
を
考
慮
す
れ
ば
、

早
朝
の
除
雪
作
業
に
な
り
ま
す
。

③
除
雪
後
の
道
路
に
、
住
宅
や
駐
車

場
な
ど
か
ら
再
び
雪
が
押
し
出
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か
け
ま
す
。
大

雪
の
後
や
休
日
に
な
る
と
各
家
庭
で

行
う
雪
片
付
け
や
屋
根
の
雪
下
ろ
し

で
、
雪
が
道
路
に
捨
て
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
放
置
さ
れ

た
雪
や
氷
が
原
因
に
よ
る
交
通
事
故

等
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。

④
除
雪
作
業
時
に
、
最
大
の
障
害
は

路
上
駐
車
で
す
。
一
台
で
も
放
置
車

両
が
あ
る
と
除
雪
車
が
入
れ
ず
、
引

き
返
す
な
ど
除
雪
が
出
来
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
一
台
の
放
置
車
両
が

付
近
一
帯
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
ま
す
の

で
、「
路
上
駐
車
は
し
な
い
・
さ
せ
な

い
」
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
子
供
達
が
そ
り
、
ス
キ
ー
な
ど
に

夢
中
に
な
り
、
道
路
へ
飛
び
出
し
て

交
通
事
故
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な

り
ま
す
。

　

子
供
達
の
雪
遊
び
に
つ
い
て
は
、

大
人
が
十
分
注
意
を
払
っ
て
下
さ
い
。

⑥
村
で
は
、
出
来
る
だ
け
広
く
除
雪

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
道
路
脇

に
庭
石
な
ど
が
あ
り
、
除
雪
作
業
を

行
う
際
に
除
雪
車
が
誤
っ
て
、
衝
突

す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
出
来
る

限
り
道
路
脇
（
除
雪
範
囲
）
か
ら
離

し
て
置
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

⑦
除
雪
作
業
中
は
、
安
全
確
認
を
し

て
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
車
等

で
走
行
す
る
際
は
、
十
分
に
注
意
を

し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
建
設
課
土
木
係

☎（
５
８
）
２
１
１
３

除
雪
車
納
車
に
立
ち
会
っ
た
除
雪
関
係
者
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第
２
回
尾
瀬
文
学
賞
俳
句
大
会
表

彰
式
が
11
月
８
日
（
日
）
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

応
募
数
は
昨
年
を
大
幅
に
上
回
り

小
学
生
の
部
３
，
６
９
３
句
、
中
学

生
の
部
３
，
０
９
９
句
、
一
般
の
部

７
８
９
句
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
か

ら
入
選
（
総
数
２
０
７
句
）
さ
れ
た

受
賞
者
と
選
者
、
協
賛
企
業
の
皆
さ

ん
に
出
席
い
た
だ
き
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

第
二
部
の
記
念
講
演
で
は
、
利
根

川
源
流
讃
歌
合
唱
団
（
約
50
人
）
と

地
元
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
の
ば
ら
」

の
皆
さ
ん
に
、
奥
利
根
の
自
然
と
水

の
大
切
さ
を
歌
っ
た
組
曲
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
尾
瀬
の
郷
親
善
大
使
の
宗

次
郎
さ
ん
に
よ
る
オ
カ
リ
ナ
演
奏
＆

ト
ー
ク
を
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
頂
き

ま
し
た
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
前
の
駐
車
場
に
は

食
改
推
や
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
、
協

賛
企
業
の
協
力
で
「
片
品
の
味
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
け
ら
れ
、
来
場
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
に
や
き
も
ち
や
、
き
の

こ
汁
等
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

特　

選

小
学
生
の
部　

沼
田
市　

佐
藤 

巧
実

｢

青
い
空
風
と
ぼ
く
ら
と
尾
瀬
ヶ
原｣

中
学
生
の
部　

沼
田
市　

齊
木 

瑞
穂

｢

一
滴
の
水
か
ら
伝
わ
る
尾
瀬
の
夏｣

一
般
の
部　

安
中
市　

須
藤
恵
美
子

｢

た
ま
し
ひ
を
白
き
炎
に
乗
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
芭
蕉｣

そ
の
他
に

特
別
賞  

各
部
門
18
名

優
秀
賞　

〃　

20
名

入　

選　

〃　

30
名
の
方
が
入
選
い

た
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
片
品
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

星
野
時
治
さ
ん
全
国
体
育
指
導
委
員
表
彰
功
労
者
・
30
年
勤
続
受
賞

　

11
月
26
日
に
六
年
生
を
対
象
に

以
下
の
よ
う
な
体
験
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

Ⅰ「
大
白
大
豆
」
食
育
の
授
業

〜
郷
土
の
伝
統
食
材
を
学
ぼ
う
〜

片
品
村
特
産
の
「
大
白
大
豆
」
の

育
種
に
取
り
組
ん
で
い
る
勢
多
農

林
高
校
植
物
バ
イ
オ
研
究
部
の
生

徒
ら
23
人
を
講
師
に
招
き
、
大
白

大
豆
を
使
っ
た
御
汁
の
調
理
実
習

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
白
大
豆
は
、
村
特
産
で
一
般

的
な
大
豆
に
比
べ
て
糖
質
が
高

く
、
コ
ク
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

豆
腐
や
み
そ
、
納
豆
な
ど
多
彩
な

食
品
の
素
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

同
校
バ
イ
オ
研
究
部
は
「
貴
重

な
伝
統
食
材
を
残
そ
う
」
と
全
国

的
に
も
知
名
度
の
高
い
大
白
大
豆

に
着
目
し
、
数
年
前
か
ら
育
種
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
片
品
小
学

校
と
の
食
育
実
習
は
本
年
で
３
年

目
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
、
同
校
高
校
生
に
よ

る
大
白
大
豆
の
紹
介
を
行
っ
た

後
、
児
童
と
一
緒
に
御
汁
を
調
理

し
ま
し
た
。
完
成
後
、
給
食
と
一

緒
に
試
食
し
、
郷
土
の
味
に
満
足

そ
う
で
し
た
。

Ⅱ「
茶
道
教
室
」
の
授
業

〜
室
町
か
ら
現
代
に
伝
わ
る

　
　
　
　

伝
統
文
化
を
学
ぼ
う
〜

　

地
域
の
方
二
人
を
講
師
に
招

き
、
茶
道
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
茶
の
湯
」
は
、
室
町
時
代
か

ら
現
代
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
で

す
。
社
会
科
と
国
語
科
で
学
習
し

た
内
容
か
ら
「
か
が
や
き
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
講
師
派
遣
を
依
頼
し
、

毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
本
年
で
10
年
以
上
続
い
て
い

る
体
験
活
動
授
業
で
す
。

　

実
習
で
は
、
講
師
の
先
生
か
ら

一
人
ず
つ
お
点
前
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
、
緊
張
し
た
面
も
ち
で

体
験
し
て
い
ま
し
た
。
時
代
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
た
一
時
と
な
り

ま
し
た
。

  

片
品
小
学
校
・
特
色
あ
る
取
組

第
43
回
片
品
村
総
合
産
業
文
化
展
盛
大
に
開
催

　

11
月
２
日
・
３
日
の
２
日
間
、
役

場
に
お
い
て
第
43
回
片
品
村
総
合
産

業
文
化
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
一
般
の
部
（
９
部
門
）

４
２
１
点
、
小
中
学
校
・
尾
瀬
高
校
・

保
育
所
６
８
９
点
、
合
計
１
，
１
１

０
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
連
行
事
と
し
て
11
月
１

日
に
は
、
第
26
回
芸
能
発
表
会
が
開

催
さ
れ
、
３
日
に
は
中
央
公
民
館
で

将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
１
日
の
搬
入
審
査
か
ら

４
日
の
搬
出
片
付
け
と
ご
協
力
い
た

だ
い
た
役
員
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

          　
　

 （
教
育
委
員
会
）

村長賞　　　議長賞　　　教育長賞　    文化協会長賞    金賞

書道一般の部　新井　　昇　後藤　正一　桑原　隆美　該当者なし　該当者なし

書道学生の部　星野　紗穂　入澤　星矢　星野　美菜　入澤　夕夏　星野　莉玖

美術の部　該当者なし　神崎　成紀　草地ゆりゑ　中村　　学　該当者なし

写真の部　今泉　富司　松浦　文吉　芝崎　仁美　高山　祐美　大竹　雅子

文芸の部　木村　佳江　中村　導子　松井亜作枝　星野トミエ　星野　康一

菊花の部　笠原　良和　小山内佳子　宮田　郁子　笠原　洋子　倉田平四郎

民芸の部　星野　勝美　中坪喜次郎　星野　賢宗　該当者なし　山崎　八郎

片
品
村
文
化
協
会
表
彰
受
賞
者
決
定

◎
文
化
功
労
賞　

５
名

　
（
片
品
村
文
化
協
会
活
動
に

　
　

20
年
以
上
功
労
の
あ
っ
た
人
）

      

吉
野　

由
彦
（
文　

芸
）

      

笠
原　

辰
巳
（
書　

道
）

      

井
上　

俊
子
（
芸　

能
）

      

笠
原　

サ
ダ
（
芸　

能
）

      

星
野
つ
ね
子
（
芸　

能
）   

◎
永
年
表
彰　
　

５
名

　
（
片
品
村
文
化
協
会
活
動
に

　
　

10
年
以
上
功
労
の
あ
っ
た
人
）

　
　

星
野　

カ
ツ
（
文　

芸
）

　
　

岡
澤　

涼
子
（
美　

術
）

　
　

倉
田
由
美
子
（
き
り
え
）

　
　

青
柳　

美
子
（
き
り
え
）

村
民
将
棋
大
会

　

11
月
３
日
、
総
合
産
業
文
化
展
に

併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
一
般
の
部

優　

勝　

星
野　

栄
一
（
花
咲
）

準
優
勝　

冨
澤　

健　

  （
鎌
田
）

第
３
位　

桑
原　

和
一
（
幡
谷
）

◎
小
学
生
の
部

優　

勝　

石
島　

慎　

 （
片
小
５
年
）

準
優
勝　

大
竹　

悠
介
（
片
小
４
年
）

第
３
位　

星
野　

大
輝
（
片
小
６
年
）

「
猿
追
い
祭
り
保
存
会
」
が
平
成
21
年
度
地
域
文
化
功
労
者
表
彰
を
受
賞

 　

平
成
21
年
度
文
化
庁
の
地
域
文
化
功

労
者
表
彰
を
、
花
咲
武
尊
神
社
の
「
猿

追
い
祭
り
」が
受
賞
し
、11
月
６
日（
金
）

に
如
水
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に

お
い
て
、
猿
追
い
祭
り
保
存
会
長
の
佐

藤
喜
久
さ
ん
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

 　

こ
れ
は
、
猿
追
い
祭
り
保
存
会
が
、

尾
瀬
文
学
賞
俳
句
大
会
開
催

　

11
月
19
日
（
木
）、
山
口
県
ス
ポ

ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
第

50
回
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
鎌
田
の
星
野
時
治

さ
ん
が
功
労
者
・
30
年
勤
続
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ダ
ブ
ル
の
受
賞

は
受
賞
者
５
４
４
名
の
う
ち
全
国
で

５
名
と
い
う
栄
誉
あ
る
も
の
で
す
。

　

時
治
さ
ん
は
昭
和
55
年
４
月
よ
り

片
品
村
体
育
指
導
委
員
に
委
嘱
さ
れ

て
以
来
、
村
内
社
会
体
育
の
振
興
、

発
展
に
多
大
な
努
力
と
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
み
な
さ
ん
ご

承
知
の
と
こ
ろ
で
す
。

教
育
委
員
長　
　
　
　

井
上
隆
至

委
員
長
職
務
代
行
者　

萩
原
壯
兒

教
育
委
員
の
異
動

  

（
11
月
11
日
〜
）

文

化

の

秋

永
年
に
わ
た
り
国
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
で
あ
る
猿
追
い
祭
り
の
保
存
・
継
承

に
尽
力
し
、
地
域
の
文
化
財
保
護
へ
の

貢
献
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

猿
追
い
祭
り
の
由
来
は
、「
昔
武
尊

山
に
白
い
毛
の
大
猿
が
住
み
、
田
畑
や

作
物
を
荒
ら
し
回
っ
た
の
を
武
尊
山
の

神
が
退
治
し
て
く
れ
た
」
と
い
う
も
の

で
、
毎
年
旧
暦
９
月
の
中
の
申
の
日
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
５
０
年
も
続
い
て
い
る
と
い
う
こ

の
猿
追
い
祭
り
を
、
こ
れ
か
ら
も
保
存

会
を
中
心
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
保
存
・

伝
承
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
は
会
長
と
し

て
、
村
内
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
全
般
に

わ
た
り
指
導
を
す
る
か
た
わ
ら
、
現

在
は
利
根
郡
体
育
指
導
委
員
会
の
会

長
と
し
て
又
、
群
馬
県
体
育
指
導
委

員
の
副
会
長
も
兼
任
さ
れ
郡
、
県
の

体
育
指
導
委
員
の
指
導
に
も
あ
た
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
「
時
さ
ん
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を

こ
よ
な
く
愛
す
る
時
治
さ
ん
。　
　

　　

今
後
も
村
内
体
育
の
振
興
、
後
進

の
指
導
に
そ
の
手
腕
を
発
揮
し
て
い

た
だ
き
、
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

星
野　

徳
一
（
菊　

花
）

◎
優
秀
賞　
　

15
名

　
（
県
規
模
以
上
の
展
示
会
及
び

　

コ
ン
ク
ー
ル
等
に
入
選
し
た
人
）

　

星
野　

光
子
（
文　

芸
）

　

笠
原　

信
充
（
書　

道
）

　

戸
丸　

里
子
（
芸　

能
）

　

星
野　
　

葵
（
武
小
２
年
）

　

星
野
美
紗
子
（
武
小
３
年
）

　

星
野　

隼
希
（
武
小
３
年
）

　

千
明　

昌
樹
（
武
小
４
年
）

　

三
浦　

紗
加
（
武
小
４
年
）

　

星
野　

紗
穂
（
武
小
６
年
）

　

三
浦　

怜
奈
（
武
小
６
年
）

　

大
竹　

七
勢
（
片
小
６
年
）

　

星
野　

大
輝
（
片
小
６
年
）

　

狩
野　

心
良
（
片
小
６
年
）

　

古
屋　

咲
子
（
片
小
６
年
）

　

星
野　

文
花
（
南
小
６
年
）

   　
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
）
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教育・生涯学習

広 報 か た し な        H21 . 12

教育・生涯学習

11 広 報 か た し な        H21 .12

広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
一
年
十
一
月
俳
句
会

教育委員会　1 月の諸行事

☆生涯学習・社会体育関係
・第 62 回片品村成人式
・村スポ少兼
   小学生総体スキー大会
・利根郡子ども会かるた大会

☆学校関係
・第 3 学期始業式
・小学校冬季交歓会
・お弁当の日

◇片小 
・校内書き初め大会            
　PTA 役員会議③
・読み聞かせ
・友遊クラブ
　13 日 ( 火 ) から 15 日 ( 金 ) まで、校内書き初め
展を開催します。ぜひご覧ください。

◇北小 
・校内書き初め大会
・全校スキー教室
・尾瀬花かるた大会
　子どもたちの書き初め作品をワークスペースに
展示しますので、ぜひご覧ください。

◇南小 
・校内書き初め大会 
・音楽集会
・PTA 役員会⑥
　書き初め大会では、外部講師の方の指導を受け
て練習した成果を生かし、大きくのびのびとした
字を書きたいと思います。

◇武尊根小 
・校内書き初め大会 
・スキー教室・アルペン記録会
　28 日は全校児童参加のスキー教室・アルペン記
録会です。よろしくお願いします

◇片中       
・地域ふれあい書き初め大会　　 
　芸術家派遣事業（ｳﾞｧｲｵﾘﾝ鑑賞）
・県中体連総体スキー大会
・PTA 合同役員会③
・校内ディスタンス大会
　ウィンタースポーツの季節になりました。夏・
秋同様、生徒の活躍を期待しています。応援よろ
しくお願いいたします。

10 日 ( 日 )

30 日 ( 土 ) 予定
31 日 ( 日 )

8 日 ( 金 )
27 日 ( 水 ) ～ 29 日 ( 金 )

27 日 ( 水 )

 
12 日 ( 火 )
13 日 ( 水 )
20 日 ( 水 )

　

 8 日 ( 金 )
19 日 ( 火 )
 20 日 ( 水 )

　

12 日 ( 火 )
15 日 ( 金 )
 20 日 ( 水 )

 

 8 日 ( 金 )
 28 日 ( 木 )

 

12 日 ( 火 )

                    17 日 ( 日 ) ～ 19 日 ( 火 )
27 日 ( 水 )
29 日 ( 金 )

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ?

走る家

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室
＊       はお休みです。

図 書 室 カレンダー   1 月

男は旅人で、女は家である。（本文より）
若い頃経験する大恋愛ではなく、年を重ねてから思い続ける
奇妙な恋愛でもない。
淡くて深い恋を書いた恋愛小説です。

唯野未歩子　　講談社

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

月 火 水 木 金 土日

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

収
穫
祭
曲
輪
打
つ
人
踊
る
人

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

サ
ン
マ
焼
き
一
汁
一
菜
今
日
の
幸

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

日
射
し
あ
び
花
野
に
も
つ
れ
二
羽
の
蝶

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

紅
葉
風
吹
き
来
る
方
に
白
根
立
つ

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

野
紺
菊
会
津
烈
土
の
墓
傾
ぐ

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

見
ご
た
え
の
紅
葉
残
し
て
初
雪
に

　
　
　
　
　

栃
久
保　

戸
丸　

好
夫

赤
城
湖
の
波
立
風
も
岳
の
秋

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

紅
葉
狩
る
車
列
に
す
く
む
道
祖
神

　
　
　
　
　

鎌　

田　

中
村　

導
子

と
り
残
す
南
瓜
数
個
や
畑
仕
舞

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

せ
き
れ
い
の
巣
に
卵
残
り
秋
寂
ぶ
し

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野
ト
ミ
エ

そ
よ
風
に
コ
ス
モ
ス
揺
れ
し
虫
の
声

鎌　

田　

寺
岡　

貞
子

桑
の
葉
の
地
に
落
つ
音
や
霜
の
朝

　
　
　
　
　

築　

地　

千
明　

治
光

菊
花
展
金
賞
の
欲
を
ち
ら
つ
か
せ

　
　
　
　
　

摺　

渕　

星
野　

カ
ツ

十
五
日
つ
ち
音
高
き
子
等
の
声

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

康
一

秋
暮
る
る
今
年
最
後
の
畑
終
へ
て

　
　
　
　
　

摺　

渕　

千
明　

政
夫

人
人
の
生
命
の
光
り
文
化
展

片
品
中
学
校
文
化
祭

　
　
　

俳
句　

弟
子
入
り　

二
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
須
賀
峻
太

雪
国
は
冬
こ
そ
が
ん
ば
る
部
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　

狩
野　

樹
平

部
活
動
手
が
か
じ
か
ん
で
悪
送
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
沢　

佑
弥

朝
起
き
て
窓
を
開
け
た
ら
冬
景
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

洋
人

外
に
出
て
爽
や
か
な
風
こ
こ
ち
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
原　

裕
充

冬
に
な
り
焼
き
芋
ほ
く
ほ
く
美
味
し
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

芝
崎　

博
崇

帰
り
道
六
時
な
の
に
真
っ
暗
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原　

翼

外
見
れ
ば
雪
が
し
ん
し
ん
積
も
っ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
明　

政
夫

初
雪
の
校
舎
で
俳
句
学
び
け
り

（
生
徒
よ
り
の
お
便
り
楽
し
く
読
み
ま
し

た
）

武
尊
根
小
学
校
は
宝
物
で
い
っ
ぱ
い

Hello everyone!  Have you been staying
 warm recently?  I am very excited for
 Katashina’ s powder snow.  I have heard that the
 skiing is very good, so I am excited for that as well.  But during 
December, even more than winter activities, I enjoy one of my 
favorite holidays.  Of course, it’ s Christmas.  I hope Santa Claus 
will come down my chimney and put presents under my 
Christmas tree.  But, I don’ t have a Christmas tree or a 
chimney, so maybe I should leave my door open.  But if I leave 
my door open my room will become so cold.  On no!  What 
should I do?  If you have any good ideas, or know how to 
contact Santa Claus, please help me.  Please stay healthy.  
MERRY CHRISTMAS!
        
皆さん、こんにちは！最近、暖かくしていますか？片品の「粉雪」
にわくわくしています。片品でスキーをするのがとても良いと
聞いたので、それも楽しみしています。しかし、12 月の間には、
冬の活動よりも私の大好きな休日を楽しみます。それはもちろ
んクリスマスです。サンタクロースが私の煙突を下って、クリ
スマスツリーの下にプレゼントをたくさん置いておくように望
んでいます。でも、クリスマスツリーと煙突がないので、表玄
関を開けっ放しにすればいいのでしょうか。しかし、開けっ放
しにするならば、アパートが凄く寒くなります。困りましたな！
どうしましょうか？いい考えがある、またはサンタクロースに
連絡する方法が分かる場合には、手伝って下さいませんか。健
康気をつけて。メーリークリスマス！

ブライアン通信
　

十
月
十
日
に
刊
行
さ
れ
た
上
毛
新
聞

社
の
『
上
州
風
』
の
「
木
造
校
舎
を
訪

ね
て
」
と
い
う
特
集
の
中
で
、
本
校
は

下
の
写
真
の
よ
う
に
、
見
開
き
の
二
ペ

ー
ジ
全
部
を
使
っ
て
群
馬
県
内
の
木
造

校
舎
を
も
つ
四
十
校
の
一
番
は
じ
め
に

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
校

に
関
わ
る
人
た
ち
全
て
に
と
っ
て
大
変

誇
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
時
代

の
流
れ
の
中
で
ほ
と
ん
ど
の
木
造
校
舎

が
そ
の
役
目
を
終
え
、
取
り
壊
さ
れ
た

り
、
別
の
用
途
で
再
利
用
さ
れ
た
り
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
か
ら
五
十

三
年
前
の
昭
和
三
十
一
年
に
地
元
の
皆

さ
ん
の
熱
き
思
い
を
込
め
て
新
築
さ
れ

た
武
尊
根
小
学
校
の
校
舎
は
、
今
な
お

そ
の
木
造
の
温
も
り
を
こ
こ
に
学
ぶ
子

ど
も
た
ち
や
教
職
員
に
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
片
品
村
の
貴
重
な
宝
物
で
す
。
ま

た
、
沿
革
史
を
紐
解
く
と
、
最
多
児
童

数
は
昭
和
三
十
四
年
の
百
二
十
八
名

で
、
現
在
の
児
童
数
は
わ
ず
か
二
十
二

名
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
き
ら
き
ら

と
輝
く
宝
物
で
す
。
写
真
の
四
十
四
の

瞳
が
、
屈
託
無
い
素
敵
な
笑
顔
の
中
で

輝
い
て
い
ま
す
。
片
品
村
の
自
然
の
豊

か
な
恵
み
の
中
で
連
綿
と
続
い
て
き
た

命
の
豊
か
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。　

　

他
に
も
、
本
校
に
は
数
多
く
の
誇
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

CHRISTMAS

クリスマス

武
尊
根
小
学
校
長　

伊
藤　

均

・
理
想
的
な
学
校
の
実
現
を
目
指
し
て
、

　

教
職
員
が
皆
で
子
ど
も
達
を
見
守      

　

り
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
育
て
よ

　

う
と
努
め
て
い
る
。

・
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
、
大
変
協
力
的

　

で
、
学
校
行
事
に
は
百
パ
ー
セ
ン
ト

　

以
上
の
参
加
率
で
あ
る
。

・
地
域
の
方
々
が
、
様
々
な
こ
と
で
熱

　

心
に
子
ど
も
達
や
教
職
員
の
手
助
け

　

を
し
て
く
だ
さ
る
。
お
じ
い
さ
ん
方

　

も
お
ば
あ
さ
ん
方
も
よ
く
お
手
伝
い

　

を
し
て
く
だ
さ
る
。

・
文
章
教
室
、
華
道
教
室
、
茶
道
教
室

　

な
ど
、
素
晴
ら
し
い
指
導
者
が
来
て

　

く
だ
さ
り
、
子
ど
も
達
は
通
算
六
回

　

も
体
験
で
き
る
。
小
規
模
校

　

な
ら
で
は
の
特
別
待
遇
で
あ

　

る
。

・「
知
恵
袋
委
員
」
さ
ん
達
が

　

い
て
、
学
校
評
価
だ
け
で
な

　

く
、
多
方
面
か
ら　

助
言
や

　

協
力
を
し
て
く
だ
さ
る
。

・  

そ
ば
作
り
や
豆
腐
作
り
で    

　

は
、
村
の
達
人
が
懇
切
丁
寧

　

に
教
え
て
く
れ
、
子
ど
も
全

　

員
が
体
験
で
き
る
。
本
校
の

　

雰
囲
気
を
好
ん
で
く
れ
た
か

　

ら
と
思
え
る
。

・
給
食
は
、
全
児
童
・
全
職
員

　

が
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
一
緒
に

　

食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
和
や

　

か
な
雰
囲
気
の
中
で
職
員
皆

　

で
食
育
を
行
っ
て
い
る
。

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
が
大
変

　

活
発
で
、
熱
心
な
保
護
者
の
皆
さ

　

ん
の
お
陰
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、 

　

卓
球
、
ス
キ
ー
と
子
ど
も
達
は
年

　

間
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

　

活
躍
で
き
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い

　

る
。

　

私
は
、
今
年
四
月
か
ら
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
こ

の
武
尊
根
小
学
校
に
ご
縁
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
、

皆
々
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

武
尊
根
小
学
校
の‘

宝
物’

で
す

写真：「上州風」31 号（上毛新聞社刊）
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おしらせ

広 報 か た し な        H21 . 12

「
農
業
高
校
生
意
見
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
優
秀
賞
受
賞
作
品

おしらせ

13 広 報 か た し な        H21 .12

募　
　
　

集

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
、
幅
広
い
世

代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
平
成
22
年
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料

を
無
料
で
送
付
致
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
学
生
の
種
類

-

教
養
学
部-

科
目
履
修
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、

卒
業
を
目
指
す
）

-

大
学
院-

修
士
科
目
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

●
出
願
期
間

　

平
成
21
年
11
月
15
日

　
　
　

〜
平
成
22
年
２
月
28
日　

●
資
料
請
求
（
無
料
）・

　
　

税

入　

湯　

税

●
お
問
合
わ
せ
先

　

〒
３
７
１
－
０
０
３
２

　

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７(

２
３
０)

１
０
８
５

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　
　

　

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

　

片
品
村
尾
瀬
交
通
対
策
連
絡
協
議

会
で
は
、
平
成
22
年
度
の
戸
倉
〜
鳩

待
峠
間
の
交
通
規
制
の
実
施
に
伴
い
、

津
奈
木
の
案
内
係
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
人
員
は
若
干
名
で
、
年
齢
70

歳
未
満
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

勤
務
時
間
が
長
い
た
め
、
健
康
に
自

信
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
役
場
む
ら
づ
く
り
観

光
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
「
申
し

込
み
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
１
月
末
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

尚
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

役
場
む
ら
づ
く
り
観
光
課
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

む
ら
づ
く
り
観
光
課

☎（
５
８
）
２
１
１
２

　

21
年
度
入
居
募
集
は
４
月
、
７
月
、

10
月
、
１
月
の
年
四
回
実
施
し
、
今

尾
瀬
交
通
規
制
に
伴
う

津
奈
木
の
案
内
係
募
集
に
つ
い
て

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
案
内

回
は
１
月
入
居
募
集
の
お
知
ら
せ
で

す
。

●
入
居
資
格

　

現
在
住
宅
に
困
っ
て
お
り
、
親
族

と
入
居
す
る
予
定
の
人
ま
た
は
単
身

の
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

　

※

収
入
制
限
が
あ
り
ま
す

　

※

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・

家
賃　

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●
入
居
可
能
日　

４
月
１
日
（
木
）

●
申
込
期
間　

　

１
月
４
日
（
月
）
〜
18
日
（
月
）

●
申
し
込
み
方
法　

所
定
の
申
込
用

紙
を
郵
送

●
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所

　

県
住
宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
紅
雲

町
）、
県
土
木
事
務
所
、
市
役
所
・
町

村
役
場

●
そ
の
他　

　

公
開
抽
選
で
選
定
し
ま
す
。

一
部
の
住
宅
（
前
橋:

萱
野
団
地
、
高

崎:

城
山
団
地
、
桐
生:

城
ノ
岡
団
地
、

太
田:

鳥
山
団
地
）
に
つ
い
て
は
、
随

時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

県
住
宅
供
給
公
社

☎
０
２
７
（
２
１
０
）
６
６
３
４

●
入
湯
税
と
は
？

　

入
湯
税
は
温
泉
利
用
者
に
課
せ
ら

れ
る
税
で
す
。
温
泉
施
設
を
営
む
者

が
利
用
者
か
ら
が
徴
収
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

●
税
の
つ
か
い
み
ち

　

入
湯
税
は
「
目
的
税
」
と
い
っ
て
、

つ
か
い
み
ち
が
次
の
と
お
り
限
ら
れ

て
い
ま
す
。

◎
消
防
施
設
等
の
整
備

◎
環
境
衛
生
施
設
の
整
備

◎
観
光
施
設
の
整
備

◎
観
光
の
振
興

◎
鉱
泉
源
の
保
護
管
理
施
設

●
平
成
20
年
度
の
状
況

◎
歳
入
総
額
７
２
３
万
６
千
円

　
「
お
ー
い
！　

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種

ま
き
に
行
く
ぞ
ー
。」

　

私
は
夏
休
み
の
間
中
、
毎
日
父
に

声
を
掛
け
ら
れ
ま
す
。

　

中
学
時
代
、
私
は
陸
上
部
で
長
距

離
走
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
夏
休
み

は
朝
早
く
か
ら
練
習
を
始
め
る
た
め

に
、
10
時
半
頃
に
は
練
習
が
終
わ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
農
家
の
子
ど
も
が

多
い
た
め
に
、
家
の
手
伝
い
を
す
る

時
間
を
考
え
て
先
生
が
配
慮
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
家
に
帰
っ
て
一
息
つ
い
て
い

る
と
、
父
に
待
っ
て
い
ま
し
た
と
ば

か
り
に
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
農
業
後
継
者
に
な
る
と
決
め

て
、
農
業
の
勉
強
が
で
き
、
さ
ら
に
、

駅
伝
が
盛
ん
な
群
馬
県
立
中
之
条
高

校
に
入
学
し
ま
し
た
。
農
業
は
決
し

て
嫌
い
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

時
に
は
逃
げ
出
し
た
く
な
る
こ
と
も

尾
瀬
の
村
、
片
品
に
生
き
る

群
馬
県
立
中
之
条
高
等
学
校　

生
物
生
産
科　

１
年　

飯
塚　

将

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
実
際
に
逃
げ

出
し
た
の
で
す
。
家
の
手
伝
い
が
あ

る
の
に
、
部
活
動
が
終
わ
っ
た
あ
と
、

友
だ
ち
の
家
に
遊
び
に
行
っ
て
、
ゲ

ー
ム
を
し
て
時
間
を
つ
ぶ
し
ま
し
た
。

一
番
好
き
な
ゲ
ー
ム
だ
っ
た
の
で
す

が
、
後
ろ
め
た
い
気
持
ち
で
ち
っ
と

も
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１

時
間
ほ
ど
で
ゲ
ー
ム
を
切
り
上
げ
、

家
に
戻
り
、
そ
っ
と
畑
に
行
っ
て
み

ま
し
た
。
本
当
な
ら
私
が
仕
事
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
畑
で
、
73
歳

の
祖
母
が
種
ま
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

長
年
の
重
労
働
で
少
し
曲
が
っ
た
小

さ
な
背
中
が
さ
ら
に
小
さ
く
見
え
ま

し
た
。
わ
た
し
は
す
ぐ
に
駆
け
寄
り

ま
し
た
。

　
「
あ
ー
、
よ
く
来
た
ね
ー
、
え
ら
い

ね
ー
。」

　

な
ん
と
、
祖
母
は
私
を
ほ
め
て
く

れ
た
の
で
す
。　

　

片
品
村
は
、
ダ
イ
コ
ン
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
ト
マ
ト
、
レ
タ
ス
の
生
産

が
特
に
盛
ん
で
す
。
村
の
奥
に
は
本

州
最
大
の
湿
原
で
あ
る
尾
瀬
ヶ
原
が

あ
り
、
観
光
客
が
多
い
た
め
に
、
農

協
へ
の
出
荷
の
他
に
、
直
売
や
民
宿

へ
の
農
産
物
の
供
給
、
焼
き
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
販
売
、
そ
し
て
近
年
は
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
い
ち
早
い
導
入

な
ど
様
々
な
形
の
農
業
生
産
が
存
在

し
て
い
ま
す
。

　

私
の
家
は
、
主
に
ダ
イ
コ
ン
50a
と

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
40a
を
栽
培
す
る
農
家

で
す
。
片
品
村
で
は
小
規
模
で
す
が
、

焼
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
販
売
に
重
点
を

置
い
て
所
得
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。
尾
瀬
へ
続
く
国
道
１
２
０
号
線

は
通
称
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
街
道
」
と

い
わ
れ
、
５km

に
40
軒
ほ
ど
の
焼
き

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
屋
が
軒
を
連
ね
て
い

ま
す
。
そ
こ
を
通
る
観
光
客
は
、
辺

り
に
立
ち
こ
め
た
香
ば
し
い
醤
油
の

焦
げ
た
匂
い
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
一
度
そ
の
味

を
知
っ
て
し
ま
っ
た
人
は
、
も
う
他

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
は
満
足
で
き
な

く
な
る
の
で
す
。
片
品
村
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
ス
ー
パ

ー
で
売
ら
れ
て
い
る
も
の
の
２
倍
近

い
16
度
の
糖
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
実
に
メ
ロ
ン
並
の
甘
さ
で
す
。
そ

し
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
糖
分
は
デ

ン
プ
ン
に
変
わ
り
や
す
い
と
い
う
性

質
が
あ
る
た
め
に
、
畑
か
ら
と
っ
て

き
た
も
の
を
す
ぐ
に
焼
い
て
お
客
様

に
出
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ

の
お
い
し
さ
は
決
し
て
都
会
で
は
味

え
な
い
の
で
す
。

片
品
村
は
標
高
６
０
０
か
ら
１
１
０

０
ｍ
の
高
原
地
帯
に
畑
が
広
が
り
、

昼
夜
の
温
度
差
が
大
き
く
、
真
夏
で

も
夜
に
は
10
℃
位
ま
で
気
温
が
下
が

り
ま
す
。
こ
れ
は
平
坦
部
の
真
冬
の

昼
間
の
気
温
と
同
じ
で
す
。
急
激
な

気
温
の
低
下
は
デ
ン
プ
ン
の
転
流
を

促
進
し
、
夜
の
低
温
は
植
物
の
呼
吸

を
押
さ
え
る
た
め
に
、
お
い
し
い
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
が
で
き
る
の
で
す
。

　

片
品
村
は
尾
瀬
の
村
で
す
。
尾
瀬

は
環
境
保
護
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と

し
て
特
に
有
名
で
す
。
現
在
で
は
農

業
の
分
野
で
も
環
境
保
護
の
重
要
性

が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
ず
っ
と
以

前
か
ら
、
片
品
村
で
は
環
境
保
全
型

農
業
の
取
り
組
み
を
し
て
き
た
の
だ

と
父
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
ビ
ニ
ー
ル

マ
ル
チ
は
適
切
に
処
理
す
る
だ
け
で

な
く
、
土
壌
微
生
物
で
分
解
さ
れ
る

生
分
解
性
マ
ル
チ
を
導
入
す
る
。
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
は
、
処
理
す
る
と

き
に
有
害
ガ
ス
が
発
生
す
る
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
で
は
な
く
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を

使
用
す
る
と
と
も
に
、
外
来
昆
虫
に

代
え
て
国
産
ミ
ツ
バ
チ
を
使
用
す
る
。

農
薬
が
効
き
に
く
い
コ
ナ
ガ
に
対
し

て
は
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
の
利
用
に
よ

る
受
精
攪
乱
を
お
こ
な
う
。
農
薬
や

化
学
肥
料
の
使
用
は
最
小
限
に
抑
え

て
、
そ
の
使
用
状
況
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
公
開
す
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ
の
導
入
な
ど
、
農
作
物
の
安
全
や

安
心
に
つ
い
て
は
、
常
に
日
本
の
最

先
端
を
歩
み
、
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
の
産

地
と
し
て
高
い
評
価
と
信
頼
を
得
て

き
た
の
だ
と
、
父
は
誇
ら
し
げ
に
い

っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
現
在
、
高
校
の
農
業
ク
ラ
ブ

活
動
で
「
お
と
り
作
物
」
に
つ
い
て

研
究
を
し
て
い
ま
す
。
片
品
村
の
主

要
野
菜
で
あ
る
夏
ダ
イ
コ
ン
の
重
要

害
虫
で
あ
る
コ
ナ
ガ
は
薬
剤
抵
抗
性

が
つ
き
や
す
く
防
除
が
困
難
な
害
虫

で
あ
り
、
片
品
村
で
は
性
フ
ェ
ロ
モ

ン
剤
に
よ
る
受
精
攪
乱
に
よ
っ
て
、

被
害
の
減
少
と
農
薬
使
用
量
の
削
減

に
よ
る
安
全
性
の
確
保
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
確
実
な
効
果
が

現
れ
に
く
い
こ
と
と
、

10ａ
当
た
り
１

万
円
と
高
額
な
費
用
が
か
か
る
た
め

に
、
な
か
な
か
利
用
が
拡
大
し
な
い

と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。
コ
ナ
ガ

は
野
菜
の
辛
み
成
分
を
好
み
、
カ
ラ

シ
ナ
を
特
異
的
に
食
害
す
る
性
質
が

あ
る
と
い
い
ま
す
。
東
南
ア
ジ
ア
の

国
で
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
畑
の
中
に
カ
ラ

シ
ナ
を
栽
培
し
、
カ
ラ
シ
ナ
を
引
き

抜
く
こ
と
に
よ
っ
て
そ
こ
に
集
ま
る

コ
ナ
ガ
を
退
治
す
る
と
い
う
伝
統
的

な
防
除
方
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

知
り
、
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　

研
究
の
成
果
か
ら
、
コ
ナ
ガ
の
第

１
世
代
は
カ
ラ
シ
ナ
を
集
中
的
に
食

害
す
る
と
い
う
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
カ
ラ
シ
ナ
に
殺
虫
剤
を
散

布
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ナ
ガ
の
発

生
数
を
抑
制
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
第
２

世
代
以
降
の
薬
剤
散
布
時
期
を
特
定

す
る
発
生
予
察
に
も
活
用
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
害
虫
が
発
生
し
て
い
な

い
の
に
定
期
的
に
薬
剤
散
布
を
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
風
邪
を
引
く

前
に
風
邪
薬
を
飲
む
よ
う
な
も
の
で
、

安
全
性
・
生
産
コ
ス
ト
・
環
境
負
荷

の
ど
れ
を
考
え
て
も
意
味
の
な
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
薬
剤
散

布
と
発
生
予
察
は
セ
ッ
ト
で
考
え
る

時
代
が
必
ず
来
る
と
私
は
信
じ
て
い

ま
す
。

　

私
の
家
の
よ
う
な
直
売
で
は
味
や

見
栄
え
や
鮮
度
だ
け
で
な
く
、
安
全
・

安
心
が
特
に
重
要
で
す
。
そ
し
て
、

消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
っ

た
り
、
口
コ
ミ
で
人
気
を
得
る
こ
と

が
大
切
な
の
で
す
。

　

片
品
村
の
野
菜
生
産
は
、
安
全
性

に
お
い
て
日
本
の
最
先
端
を
走
り
、

そ
し
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
れ
か
ら
も
発
展
を
続
け
て
い
く

た
め
に
は
、
未
来
を
見
つ
め
る
確
か

な
目
と
、
研
究
心
が
必
要
な
の
で
す
。

私
は
高
校
卒
業
後
は
大
学
に
進
学
し
、

安
全
な
野
菜
生
産
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
つ
い
て
研
究
し
、
片
品
村
の
農

業
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
存
在
に
な

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、

尾
瀬
の
村
、
片
品
に
生
き
る
私
の
夢

な
の
で
す
。

充　当　事　業　　　　　金額

消防積載車購入　　　　　235万2千円

消防ポンプ車購入　　　　318万3千円

観光ポスター制作　　　　 47万7千円

観光パンフレット制作　　122万4千円

　　合　　　計　　　　　723万6千円
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吉
野
順
也
さ
ん
（
土
出
）

平成２１年度　国保税第４期・村県民税普通徴収第３期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

白
根
・
丸
沼
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国保税 村全体（国保税）村県民税普通徴収 村全体（住民税）
保 　

健　

 

だ　

 

よ　

 

り

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
に
つ
い
て

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
、
広
報
11
月
号
に
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
概

要
・
11
月
12
日
発
行
の
全
戸
配
布
チ
ラ

シ
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
〈
シ
リ
ー
ズ

３
〉
で
は
広
報
の
内
容
を
よ
り
具
体
的

に
優
先
接
種
対
象
者
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

接
種
費
用
に
つ
い
て
も
掲
載
し
ま
し

た
。
先
月
中
旬
よ
り
、
優
先
度
に
従
っ

て
順
次
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
接
種
費
用
に
つ
い
て
、
住
民

の
皆
様
の
ご
理
解
が
充
分
で
な
い
た

め
、
12
月
３
日
発
行
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
〈
シ
リ
ー
ズ
４
〉
で
は
、
接
種

費
用
等
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
ら
せ
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
内
容
は
、
次
の

通
り
で
す
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
希
望

者
は
、
接
種
前
に
必
ず
チ
ラ
シ
〈
シ
リ

ー
ズ
３
〉〈
シ
リ
ー
ズ
４
〉
を
ご
覧
の
上
、

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

全
額
公
費
負
担
の
方

一
、
対
象

・「
生
活
保
護
世
帯
」
の
方

・「
住
民
税
非
課
税
世
帯
」
の
方

右
記
の
方
で
、
次
の
対
象
者
で
す
。

①
妊
婦

②
基
礎
疾
患
を
お
持
ち
の
方
（
主
治
医

が
該
当
す
る
疾
患
が
あ
る
と
認
め
た

方
）

（平成２１年１1 月 10 日現在）

トキめき新潟国体６位入賞後
の関東高校新人戦の投てき

入
湯
税
の
申
告
期
限
は
翌
月
の
15
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

入
湯
税
係

☎（
５
８
）
２
１
１
６

　

社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新
た

に
「
日
本
年
金
機
構
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　

国
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
、
一

層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目
指

し
、
社
会
保
険
庁
は
組
織
・
人
員
を

一
新
し
、「
日
本
年
金
機
構
」
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

・
現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務

所
は
、
新
た
に
「
年
金
事
務
所
」
と

名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談

な
ど
の
窓
口
と
し
て
引
き
続
き
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

・
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
国

民
の
皆
様
方
に
何
ら
か
の
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
一
切
ご
ざ
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

渋
川
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
０
７

　

12
月
号
は
、
片
品
中
学
校
最
後
の

陸
上
部
員
で
現
在
、
育
英
高
校
１
年

生
で
円
盤
投
げ
の
選
手
と
し
て
活
躍

中
の
吉
野
順
也
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

順
也
さ
ん
の
学
年
は
、
体
力
面
で

は
素
晴
ら
し
い
も
の
を
持
ち
、
昨
年

の
中
体
連
で
も
優
秀
な
成
績
を
残
し

ま
し
た
。
自
身
も
中
体
連
で
は
、
砲

丸
投
げ
で
全
身
の
バ
ネ
を
旨
く
使
い

県
大
会
７
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

円
盤
投
げ
と
の
出
会
い
は
、
一
昨

年
、
中
学
２
年
生
の
冬
に
同
級
生
（
横

坂
隆
弥
さ
ん
）
が
育
英
高
校
の
短
距

離
練
習
に
参
加
す
る
際
、
見
学
に
同

行
す
る
と
円
盤
・
ハ
ン
マ
ー
投
げ
コ

ー
チ
（
井
上
善
貴
さ
ん
）
の
目
に
と

ま
り
、
そ
の
場
で
練
習
に
来
る
よ
う

誘
わ
れ
円
盤
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。

③
一
歳
〜
高
校
三
年
生
ま
で

④
一
歳
未
満
児
の
保
護
者
及
び
優
先
接

種
対
象
者
（
シ
リ
ー
ズ
３
の
表
を
ご
覧

下
さ
い
）
の
う
ち
身
体
上
の
理
由
で
予

防
接
種
が
で
き
な
い
方
の
保
護
者
等

⑤
健
康
な
65
歳
以
上
の
高
齢
者

二
、
申
請
方
法

接
種
前
に
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
申

請
に
来
て
下
さ
い
。

半
額
公
費
負
担
の
方

一
、
対
象

・
所
得
制
限
な
し

①
妊
婦

②
基
礎
疾
患
を
お
持
ち
の
方
（
主
治
医

が
該
当
す
る
疾
患
が
あ
る
と
認
め
た

方
）

③
一
歳
〜
高
校
三
年
生
ま
で

④
一
歳
未
満
児
の
保
護
者
及
び
優
先
接

種
対
象
者
（
シ
リ
ー
ズ
３
の
表
を
ご
覧

下
さ
い
）
の
う
ち
身
体
上
の
理
由
で
予

防
接
種
が
で
き
な
い
方
の
保
護
者
等

二
、
申
請
方
法

　

接
種
後
に
、
領
収
書
・
接
種
済
証
・

預
金
通
帳
口
座
番
号
・
印
鑑
を
持
参
の

上
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
に
来

て
下
さ
い
。

※

妊
婦
・
乳
児
の
保
護
者
を
除
く
19
歳

以
上
の
方
で
、
基
礎
疾
患
が
無
い
場
合

は
全
額
自
費
負
担
で
す
。

　

平
成
22
年
度
の
保
育
所
入
所
申
込
み

の
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
保
育
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要
領
に
よ
り

申
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
12
月
10
日
（
木
）
〜
25
日

（
金
）・
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
・
土
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

【
申
請
書
の
交
付
及
受
付
場
所
】　

各
保

育
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
の
で
、
記
入

後
、
入
所
希
望
保
育
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】　

①
入
所
申
込
書　

②
平

成
21
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写
し
。（
間
に

合
わ
な
い
場
合
に
は
、
会
社
等
か
ら
受

領
後
、
速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

【
入
所
対
象
児
童
】　

①
保
護
者
が
働
い

て
い
る
場
合
や
、
疾
病
等
の
理
由
に
よ

っ
て
保
育
に
欠
け
る
と
認
め
ら
れ
る
就

学
前
の
児
童
。　

②
平
成
21
年
度
か
ら

継
続
し
入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
、

新
た
に
申
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

【
保
育
時
間
】
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
４
時
・
土
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
正

午【
保
育
料
】　

保
育
料
は
村
県
民
税
及
び

所
得
税
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。（
年
齢

が
同
じ
で
も
、
家
庭
の
状
況
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。）

●
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
各
金

融
機
関
に
口
座
振
替
用
の
通
帳
と
印
鑑

を
持
参
の
上
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
取
扱
い
金
融
機
関
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
群
馬
銀
行
尾
瀬
支
店
・
利
根
郡
信
用
金

庫
片
品
支
店
・
片
品
村
農
業
協
同
組
合
・

片
品
郵
便
局
・
尾
瀬
花
の
谷
郵
便
局

※

保
育
所
は
、
家
族
に
代
わ
っ
て
児
童

の
世
話
を
す
る
福
祉
施
設
で
す
。
す
べ

て
の
児
童
は
、
そ
の
家
族
で
両
親
の
暖

か
い
愛
情
の
も
と
で
育
て
ら
れ
る
こ
と

が
理
想
で
す
。

　

し
か
し
、
両
親
が
共
働
き
を
し
て
い

る
場
合
や
病
気
な
ど
に
か
か
っ
て
い
る

た
め
に
、
十
分
に
保
育
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
保
育
所
は
、

こ
れ
ら
保
育
に
欠
け
る
児
童
を
両
親
に

代
わ
っ
て
保
護
養
育
す
る
事
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

●
入
所
の
可
否
は
先
着
順
で
は
な
く
、

家
庭
の
事
情
を
総
合
的
に
審
査
し
て
決

定
さ
れ
ま
す
。
申
込
書
類
に
不
備
が
な

い
の
を
確
認
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
め

に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
、
保
育
料
を
滞
納
さ
れ

て
い
る
方
は
、
す
べ
て
の
保
育
料
を
払

っ
た
後
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
役

場
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

片品南保育所

120 58-3172

片品北保育所

片品保育所

45

45 58-7530

58-2684

施設名 定員 電話

保
育
所
入
所
申
込
み
に
つ
い
て

年　
　
　

金

「
日
本
年
金
機
構
」
が

来
年
１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

中
体
連
の
種
目
で
は
円
盤
投
げ
も

ハ
ン
マ
ー
投
げ
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
つ
返
事
で
週
１
回
の
練
習
に
参
加

す
る
様
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

秋
ま
で
陸
上
の
練
習
を
し
て
い
た

片
品
中
校
庭
は
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
の
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
て
、
思
う

よ
う
な
練
習
が
で
き
ず
に
い
た
こ
と

か
ら
育
英
高
校
で
の
練
習
は
、
可
能

な
限
り
の
技
術
を
習
得
し
て
来
ま
し

た
。

　

初
の
公
式
大
会
は
昨
年
４
月
の
春

季
記
録
会
、
３
８
．
８
０
ｍ
の
記
録

で
１
位
。
９
月
の
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
県
予
選
会
で
も
自
己
記
録
４

１
．
９
６
ｍ
を
マ
ー
ク
し
、
こ
の
年

の
県
内
公
式
戦
は
全
て
が
１
位
と
い

う
快
挙
で
し
た
。

　

迎
え
た
10
月
25
日
、
横
浜
日
産
ス

タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
全
国
の
猛
者
が
集

ま
る
接
戦
の
な
か
自
己
記
録
を
大
幅

に
更
新
す
る
４
８
．
０
９
ｍ
で
見
事

８
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
春
、
中
学
校
生
活
を
終
え
る

と
県
高
校
総
体
大
男
子
総
合
優
勝
通

算
16
回
の
育
英
高
校
に
入
学
し
ま
し

た
。

　

陸
上
部
員
は
57
名
と
小
規
模
小
学

校
く
ら
い
の
部
員
数
に
驚
き
ま
す
が
、

来
春
募
集
生
徒
５
１
０
名
と
い
う
の

に
も
驚
き
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
総
合
準
優
勝
や
同

男
子
フ
ィ
ー
ル
ド
優
勝
も
あ
り
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
や
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
選
手
も
育
っ
て
い
る
程
の
環
境

の
中
で
ど
う
過
ご
し
て
い
る
か
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
人
い
わ
く

「
と
て
も
楽
し
く
、
部
活
や
学
校
生
活

で
沢
山
の
事
を
学
ぶ
毎
日
で
す
」
と

勇
ま
し
く
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
片
中
陸
上
部
が
復
活
し
て
く
れ
た

ら
、
自
分
な
ん
か
よ
り
、
も
っ
と
有

力
な
選
手
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
」

と
陸
上
部
復
活
を
希
望
す
る
順
也
さ

ん
に
将
来
の
夢
を
尋
ね
る
と
「
こ
れ

か
ら
ゆ
っ
く
り
決
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
楽
し
み
な
答
え
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。

＊
体
が
一
回
り
逞
し
く
な
り
（
１
８

０
／
７
５
ｋ
）
益
々
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
が
、
怪
我
の
な
い
よ
う
高
校

生
活
を
過
ご
し
て
い
い
た
だ
き
、
素

敵
な
未
来
が
訪
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
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